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＜連絡事項＞

· 休日での委員会や研修会参加で駐車場を使用の際は、所定の場所へ停めてください。

· 本日から定期採血始まっています。準備や後処理など確実に実施してください。

· 定期の心電図は今週２日間で予定を組んでいますので、担当者はお願いします。

協力して実施しましょう。

· 玄関のオートロック不調でしたが、庶務が確認し異常なしです。

· マットレス干しは来週位から東病棟実施予定です。環境整備担当者は準備を進めてください。

· 東Ｃのガーデニングチェア個数が足りない為、庶務へ発注しています。　　　　　　　　　　修繕などで滞っているものがあれば、東ＳＧＭへ確認お願いします。

· 7/16～の勤務表掲示されています。8/16～は仮の為若干調整かがかかるかも知れません。

· ＳＳＴの記録総括は月の最後に実施したスタッフが責任をもって記載して下さい。

リハプロの記録もですが、記載したら速やかに主治医へ提出して下さい。

· 栄養から：季節柄食中毒の危険性あり、牛乳などはレストランから持ち帰らないようにと

　　　　　　お知らせあり、掲示しています。現場での管理をしていきましょう。

· 接遇委員会から：身だしなみチェックまだ提出していないスタッフは提出して下さい。

　　　　　　　　　6月分の意見箱ですが添付ファイルにてメールしています。対応を確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 和田　昌様～7/8（水）退院請求に伴う審査があります。

· 出河　和則様～他者の言動に対してイライラあり、暴力を振るいそうだからと退院希望あ　

ります。プログラムも途中であり、いずれは病棟移動などの環境調整も出来ること伝えています。適宜、声掛けをし不満等を聞いていきましょう。

· 沼端　恵子様～本日、日赤病院婦人科受診しています。異常所見なく、再受診も必要ない　　　　

との事です。月経の有無、周期、出血の程度を観察して行きましょう。

· 井上　健次様～本日、松橋眼科受診しています。視神経に障害あり回復の見込みはないが、　　

白内障の点眼薬をつけ経過観察となります。次回受診予定はありません。

· 荒川　和久様～本日洗面用具、衣類届いています。生活保護の入金ですが今月は15日、　　　　　　

来月は1日となります。本人が自由に使えるお金は１万円程度との事です。

　＜ベッドコントロールについて＞

　　現在51床　　中川　洋子様～7/8（水）退院予定。

· 八木田　真由美様～病状不安定で明日外来受診の様子では入院となる可能性あり。

· 畑中　成夫様～日赤病院での手術終え、今週中にも入院となる可能性あり。

· 外山　尚武様～病状不安定の為、本日診察後転入となる可能性あり。

　転出候補者

· 宮本　建蔵様～東病棟Ｂユニット→西病棟Ｂユニット

· 井上　健次様～東病棟Ｃユニット→南病棟

· 木村　格治様～東病棟Ｂユニット→西病棟Ｂユニット

ベッドコントロールメール中

· 出河　和則様～東病棟Ｄユニット→西病棟Ａユニット

＜皮膚科＞

· 和田　昌様～胸部　急性湿疹の為デルモゾールＧ軟膏　１回/１日　の処置追加。

· 水梨　孝純様～背部　擦過傷あり一部に痂皮形成あり　アズクロ　1回/１日　の処置追加。

· 高間木　八男様～急性湿疹改善せず、タベジール　２Ｔ　２×１（朝・夕）７日分

　　　　　　　　　明朝から７日分処方。

＜作業からの報告＞

· 出河　和則様～先週から導入となっています。現在塗り絵を実施。作業場面に慣れる事か　　　

ら始めるよう伝えています。和田様の話し掛け多く作業の妨げになる時は席を離すなど対応して行きます。

· 畑山　広志様～些細な言動や行動を気にすることあります。歌を唄っている為スタッフが　　　

「昔の歌ですね。」と言うと「歌うなって事か！」と口調強めることがあります。しばらく考えて振り返ること出来ている為、ゆっくりと説明していきます。以前も他者やスタッフの発言を気にする事があった為精神症状に注意していきます。

· 長谷川　陽一様～「作業にも来ないし、気になる。」と北山様を気にした発言あります。　　

経過観察していきます。

· 和田　昌様～易怒的さはなく、作業も行えています。出河　和則様への話し掛け多く、

声のトーンを抑えるよう伝えると了解できています。

· 駒木　学様～先週7/3（金）作業室へ来られパソコン実施出来ています。無理の無い様勧め　　

ていきます。

· 新規導入として沢田　三朗様を検討しています。今週の主治医診察時、作業療法の導入を確認して下さい。

＜ケースカンファレンス＞

· 和田　昌様～通販で物を頼みたい（ひわいなビデオ）と希望あり、通信は原則禁止ではな　

いが病状不安定の為、郵便物は出していませんが「庶務で持って行きました。」と本人へ伝えています。主治医へ情報提供しましょう。

　　　　　　　　　外出希望時は担当付き添いしますので、統一していきましょう。

· 丹内　栄子様～切迫した表情、行動（東Ａのドアから出ようとする）や手洗い頻繁で強迫　

観念とも取れる行動あります。一方で入浴は拒否的です。手洗い行為から注意を反らす様現実的な会話、介入をして行きましょう。

· 松橋　清子様～スタッフへの拒絶、同室者への拒絶、拒薬、拝むような行為や床を水浸し　　

にする等みられています。睡眠も殆ど摂れず、食事もあまり摂取出来ていません。菓子は家族の差し入れあり、１回分づつ小分けにして対応しています。本日は服薬、注射の拒否ありませんが、今後も服薬の確認を確実にして下さい。

感情の部分（病気で調子が悪い）を受け止めながら治療的な関わりをもちましょう。

7（火）リーダーは明日以降のリントンの注射薬の確認して下さい。

＜川端Drケースカンファレンス＞

· 澤口　直美様～食事は聞くと食べると話すが、促しには摂取せず本日も経管栄養実施。

多弁さ続き、疎通とれない事も多く経過しています。

　　　　　　　　　身体拘束が長時間になると静脈血栓の危険性高い為、経管栄養実施中以外は外しても構いません。但し、ケガに注意して下さい。

　　　　　　　　　躁鬱病の患者様は月経時に状態悪化しやすい為、月経時はいつからいつまなのかフローシートに明記してください。

経口の場合でも経管の場合でも服薬を確実に実施して下さい。

食事はマンツーマンで実施出来るようであればホールで促しても構いません。

· 田名部　浩平様～状態落ち着いている為9時～15時まで開放観察となります。スタッフが

ホールで付き添うようして手薄になる時は自室で過ごして頂きましょう。

　　　　　　　　　　引き続き、突発的な暴力に注意していきましょう。

· 駒木　学様～妄想に左右された発言多く、レストラン移動出来ないことがあります。　　　　　　

調子が悪いと宗教の話をする為日常的な話しをしていきましょう。

　　　　　　　　薬剤調整しますので、以前のような亜混迷になる可能性ありその際は主治医へ連絡お願いします。

· 畑山　広志様～７/４（土）夕食時に果物のやり取りあり他者と口論となる事があります。

　　　　　　　　　その後は何度も謝罪繰り返しています。本日は他者との交流適度にあり穏やかです。

　　　　　　　　　ＳＳＴは今週から導入、夕方の体育館での運動は男性スタッフが付き添える時に週２～３回程度実施していきましょう。男性スタッフが付き添えない時は体育館へ行きませんが、説明をして了解できるか反応を見ていきましょう。病状の経過をみる一つの目安にもなります。

· 大釜　万知様～７/４（土）水分の取り過ぎで体重3.5㎏増加。ゲップを何度もしています。　

又、自分の手にタバコの火を押し付ける事があり理由についてはハッキリしません。

＜川端Dr診察＞

· 宮本　建蔵様～明日西Ｂユニットへ移動となります。

· 曽我　正子様～体重増加あり現在53㎏です。50㎏を目指し運動をするように促していき

ましょう。

· 駒木　学様～リハプロは無理をすると病状悪化する為、無理はしないよう主治医より話が　

あります。抗精神薬が追加処方。

　　　　　　　　ハロマンス（100）2Ａ　7/8（水）左肩へ実施です。次回は4週間後になります。

· 吉田　光良様～胃部不快感あり整腸剤　本日夕～７日分処方。暑いが水分の取りすぎに注

意するよう主治医より話があります。

· 小笠原　久年様～外泊希望あり、8月中に１泊でも外泊できないか家族へ連絡して下さい。

　　　　　　　　　日中は繋がらない為準夜でも連絡お願いします。

· 澤口　直美様～臨時薬薬剤調整しています。明日7（火）服薬前に定期採血、血中濃度の指　　　

示あります。

· 井上　健次様～食前薬中止となっています。

＜新入院患者様＞

　舘　ひろ子様（58）病名：アルコール依存症　身体合併症：肝障害、多臓器障害

入院形態：任意入院
主治医：院長先生（茂木先生）

　当院２回目の入院。平成3年3月22日初診し、平成3月29日～4月13日の入院加療を行っている。その後すぐに外来通院は中断、再飲酒し多飲を続けていた。

　最近になり、飲酒量が増え、体調悪化が見られるようになり、内科医からアルコール依存の
治療をしないと死に至るといわれている。
今回、本人も入院治療に同意し、御家族様とともに受診。症状改善とアルコール依存症治療
プログラム目的にて東Ｄユニットへ14時30分入院となっている。

病棟では口渇、息苦しさあるが水分を多めに摂り落ち着いたと話している。指示の筋肉注射も拒否はない。酒臭あるがホールへ出てくる事はなく自室で過ごしている。

＜今後について＞

　離脱症状に十分注意し、精神症状の観察をしていきます。

＊入院時協力得られるのは長女、退院後は息子様と旦那様
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